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保育実習の振り返りと自己評価（１） 
－実習経験からみた「こどもの保健Ⅰ・Ⅱ」「こどもの保健演習」
の授業内容と教授方法の検討－ 
  
小川 真由子1，杉山 佳菜子１，榊原 尉津子１ 
 
要旨 
 保育所保育指針の中でも「健康と安全」の項目は、子どもの健康を援助する保育士とし
て重要な内容が述べられている。それを支える科目として、本学では「こどもの保健Ⅰ・
Ⅱ」、「こどもの保健演習」が運用されている。そこで、これらの科目において充実した教
育内容を学生に提供することを目的に、保育実習を終えた短期大学部の学生 60 名を対象
に質問紙調査を行った。その結果、実習中に経験した内容として抱っこや衣服の着脱、お
むつ交換、おんぶ、歯みがき、検温、身体測定の順であげられた。また、発熱、咳、嘔吐、
下痢、腹痛の順で体調不良の症状を経験していた。経験していない項目についても重要な
ものはあるだろうが、少なくとも実習において経験した内容を優先して事前の授業内容に
取り入れ、知識や技術の修得をしておく必要があると考える。これらを踏まえて授業内容
の精査と効果的な教授法の構築を検討する必要がある。また、生活状況においては、睡眠
時間が短いことが明らかとなった。体調管理としての睡眠時間や栄養、体調管理などは自
己管理として行ってほしいと考える。子どもの手本となりうるような保育者を目指して、
健康に関して常に関心を抱き、自分の体調管理や規則正しい生活を送ることができるよう
に学生のうちから心がけて欲しい。今後も調査をすすめ、質の高い教育方法の検討を続け
ていきたいと考える。  
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１．はじめに 
 子どもを取り巻く社会状況の変化や多様な健康問題など、子育てに関する課題は多く保
育者に求められる役割は拡大する一方である。特に、健康と安全に関しては最も重要な課
題であり、事故防止や感染症の予防、発育・発達状態の把握、健康観察など、専門的で幅
広い知識と技術が求められている。2017 年（平成 29 年）3 月 31 日に告示された保育所保
育指針１）においても、「健康及び安全」の項目が第 5 章から第 3 章へ変更になり、その重
                                                   
1 こども教育学部こども教育学科  
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要性がうかがえる。そこには、多職種との連携や、子どもの健康に関する全体的な計画に
基づく保健計画の作成、疾病の予防とともに災害への備えについても言及されており、保
護者や地域の多様な関係者との連携及び協働を訴え、それぞれの専門性を生かした対応が
図られることが述べられている。これらのことを踏まえ、保育士養成課程においては、保
育者に求められる資質を培うために質の高い教育が必要とされている。  
 2010 年（平成 22 年）に厚生労働省による保育士養成課程の見直しが行われたことで、
従来の「小児保健」、「小児保健実習」が講義科目としての「子どもの保健」と、演習科目
としての「子どもの保健Ⅱ」に変更された。本学では、指定基準である「子どもの保健Ⅰ
（講義）」４単位と「子どもの保健Ⅱ（演習）」１単位を「こどもの保健Ⅰ（講義）」2 単位
および「こどもの保健Ⅱ（講義）」2 単位と「こどもの保健演習（演習）」1 単位と開講科目
を設定し運用している。これらの科目は保育者として子どもの健康支援を行うために欠か
せない科目である。森本２）は「子どもが日常生活の中で健全な体と健全な心を持って発育
していくために、保育の実践者として何を学ぶべきかを考えることが大切である」と述べ
ている。しかしながら、子どもの保健に関する先行研究は少なく、数あるテキストの内容
を見ても教授内容は異なっており、各保育士養成機関においてさまざまな授業が展開され
ていることが予測される。「子どもの保健」は保育士養成課程において必須科目の 1 つで
あり、保育現場において子ども一人ひとりの心身の状態や発達の過程を踏まえた保健的対
応、子ども集団全体の健康と安全を図ることのできる基礎的な知識・技術を修得すること
が求められる３）。また、保育士資格取得のためには学外での実習が必要であり、健康に関
心を示すことや、豊かな人間性や日頃の生活習慣などについて言及することも、関連する
科目として必要なことであると考える。そこで、これらの科目において充実した教育内容
を学生に提供することは養成機関における課題であると考える。  
 
２．目的 
 本調査では、実習で経験した援助内容と園児の体調不良に関しての現状を把握し、「こど
もの保健Ⅰ・Ⅱ」と「こどもの保健演習」の授業内容の検討と教授方法について検討する。
また、実習中の学生の生活状況について調査を行い、生活指導の内容に活かすことを目的
とする。 
 
３．調査方法 
（１）調査対象 
 短期大学部２年生で「保育実習Ⅱ（保育所）」を終えた 60 名（男子 11 名、女子 49 名）。
調査協力者は、「保育実習Ⅰ（保育所・施設）」と「教育実習Ⅰ（幼稚園）」の３回の実習を
経験している。質問紙調査の回収は 100％であったため、60 名全員を調査の対象者とする。 
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（２）調査方法  
 「保育実習Ⅱ事前事後指導」において、実習後の振り返りの一環として集団調査法によ
る自記式質問紙調査を行った。質問内容は、実習を担当したクラスの園児の年齢、実習担
当クラス、実習担当クラスの園児の数、実習中に経験した内容、実習中に経験した園児の
体調不良の種類、実習中の生活状況（睡眠時間、食事、出勤状況、体調）について、選択
肢回答とした。経験した内容と園児の体調不良の選択肢は、筆者が担当する授業科目「こ
どもの保健Ⅰ・Ⅱ」、「こどもの保健演習」において扱った内容とした。  
（３）調査時期  
調査時期は 2017 年６月。 
（４）分析方法  
 統計ソフト IBM SPSS Statistics 24 を使用し、単純集計およびクロス集計を行った。  
（５）倫理的配慮  
 成績には一切影響しないこと、調査以外の使用はしないこととし、質問紙は個人が特定
されないように番号にて分析を行った。調査への協力を依頼し、調査紙の回収を持って、
同意を得たものとした。 
 
４．結果 
（１）実習先概要 
 実習を担当したクラス（責任実習等をさせてもらったクラス）の園児の年齢について、
表１に示す。複数担当した場合は複数選択回答であった。異年齢児混合クラスの内訳は、
０・１・２歳児混合が１名、３・４歳児混合が１名、３・４・５歳児混合が３名であった。
異年齢児混合クラス以外では、０歳児クラスが最も少なく 10 名であり、３、４、５歳児ク
ラスが最も多い 25 名であった。  
 実習担当クラスの園児の数について表２に示す。こちらも実習を複数担当したクラスの
園児の数が異なる場合は、複数回答であった。30 人以上と大規模クラスは３名と最も少な
く、16～20 人のクラスが 21 名と最も多かった。 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
表２　実習担当クラスの園児の数
10人未満 ７名
10～15人 12名
16～20人 21名
21～25人 ８名
26～30人 ７名
30人以上 ３名
表１　実習担当クラスの園児の年齢
園児年齢 担当した学生数
０歳児クラス 10名
１歳児クラス 18名
２歳児クラス 21名
３歳児クラス 25名
４歳児クラス 25名
５歳児クラス 25名
異年齢児混合クラス ５名
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（２）実習中に経験した内容 
 実習中に経験した内容について、その他を含む 17 項目の選択肢から複数回答を得た。
そのうち身の回りの世話である養護項目を図 1 に示す。最も多かったのは抱っこが 48 名
（80.0％）であった。次いで衣服の着脱が 43 名（71.7%）、紙おむつ交換 33 名（55.0％）、
おんぶ 21 名（35.0％）、歯みがき 14 名（23.3％）、検温 12 名（20.0％）、身体測定 10 名
（16.7％）、布おむつ交換 7 名（11.7％）の順であった。沐浴、座浴は 0 名であった。その
他はおしり洗いの補助として 1 名（1.7％）であった。  
 
図１ 実習先での体験（養護項目） 
 次に、検診の経験について表３に示す。検診の経験をした学生は、歯科検診が 3 名
（25.0％）、内科検診が 2 名（3.3％）であった。視力測定、聴力測定、その他については
0 名であった。  
 
 
（３）実習中に経験した園児の体調不良の種類 
 実習中に経験した園児の体調不良の種類について、その他を含む 15 項目の選択肢から
複数回答を得た。最も多かったのはケガ（すり傷など）が 32 名（53.3％）であった。次い
で発熱が 30 名（50.0％）、咳が 22 名（36.7％）、鼻血が 17 名（28.3％）、嘔吐が 10 名
（16.7％）、下痢が 9 名（15.0％）、腹痛が 6 名（10.0％）、打撲と熱中症が 4 名（6.7％）、
発疹が 3 名（5.0％）、骨折・脱臼・捻挫が 1 名（1.7％）の順であった。その他は 7 名（11.7％）
であり、手足口病 4 名（6.7％）、胃腸風邪、プール熱、頭ジラミがそれぞれ 1 名（1.7％）
表３　検診の経験者
15名（25.0％）
2名（3.3％）
0名
0名
0名
0名
歯科検診
内科検診
視力測定
聴力測定
耳鼻科検診
その他
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ずつであった。けいれん、やけど、誤飲は 0 名であった。  
 
図２ 実習中に経験した園児の体調不良 
 
（４）実習中の生活状況 
実習期間中の生活（10 日間の平均）について、睡眠時間、食事、出勤状況、体調の４項
目について、それぞれ３～５項目の選択肢で回答を得た。   
図３ 睡眠時間（ｎ＝60）         図４ 食事（ｎ＝60） 
     図５ 出勤状況（ｎ＝62）          図６ 体調（ｎ＝60） 
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 睡眠時間については、平均７時間以上が 11 名（18％）、平均 7 時間未満が 44 名（73％）
であった（図３）。食事については、規則的だったが 43 名（72％）、不規則だったが 16 名
（27％）であった（図４）。出勤状況については、遅刻をして早退した者と、早退をして休
養をもらった者を含むため、全体数を述べ 62 名として割合を出した。欠席なしが 54 名
（87％）、欠席をしたが 3 名（５％）、早退をしたが 2 名（３％）、休養をもらったが 3 名
（５％）であったが、遅刻をした者はいなかった（図５）。体調については、ずっと良かっ
たが 23 名（38％）、途中悪いこともあったが 34 名（57％）、ずっと悪かったが 3 名（５％）
であった（図６）。 
 次にそれぞれの項目をクロス集計した結果を表４～６に示す。 
表４ クロス表（睡眠時間＊食事、体調）  
 
 
表５ クロス表（睡眠時間＊出勤状況）  
 
 
表６ クロス表（食事＊体調）  
 
 
 
規則的
だった
不規則
だった
不明
ずっと良
かった
途中悪いこ
ともあった
ずっと悪
かった
平均7時間
以上
8 3 0 5 6 0 11
平均7時間
未満
32 11 1 17 24 3 44
不明 3 2 0 1 4 0 5
43 16 1 23 34 3 60
合計
食事 体調
睡眠時間
合計
欠席なし
欠席をし
た
休養をも
らった
早退をして
欠席をした
早退をして休
養をもらった
平均7時間
以上
10 0 1 0 0 11
平均7時間
未満
40 2 1 1 0 44
不明 4 0 0 0 1 5
54 2 2 1 1 60
出勤状況
合計
合計
睡眠時間
ずっと良かった 途中悪いこともあった ずっと悪かった
規則的だった 17 23 3 43
不規則だった 6 10 0 16
不明 0 1 0 1
23 34 3 60
合計
食事
合計
体調
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５．考察 
（１）実習先での経験と授業内容への関連性 
１）こどもの保健演習への授業内容と教授方法の提言 
実習中に経験した内容については、最も多かった抱っこは 80.0％が経験していた。今回
の調査では、複数のクラスを担当した学生が多く、特に年齢が低いクラスほど抱っこをす
る機会が多く、経験が多くなったことが予想される。一方、おんぶに関しては、35.0％と
抱っこに比べて経験が少なかった。森本２）の調査では、おんぶは保育士であっても 4 割以
上が必要ないと答えていた。これは、乳児では時々行われていても、抱っことは違い、顔
を見ることができず、安全性の問題があるからだと推察している。抱っこのメリットは顔
が見えることであるがデメリットは両手がふさがること、おんぶのメリットは両手が自由
に使えることであるがデメリットは顔が見えないことや、子どもの表情が見られないこと
などがあげられる。どちらも一長一短であるが、対象児の年齢や場面に応じて使い分けが
できるようになることが望ましく、安全で安楽な実施ができるように指導すべきであると
考える。 
 2 番目に多かったのは衣服の着脱であり、71.7％であった。実習時期が 6 月であり、梅
雨の気候で気温が左右されやすく、衣服の着脱によって体温調節をはかったことが予想さ
れる。光武４）の調査では、保育実習終了後の 2 年生を対象に、講義・演習と実習で行った
養護技術項目についてのアンケートを行った結果、演習、実習どちらにおいても難しかっ
た項目の第 2 位で衣服の着脱があげられていた。着脱について、乳児の衣服を脱がせると
きの関節の曲げ方が難しかったと述べられている。大学での授業では、人形を使って練習
するが、関節の具合や乳児の動きなど、再現できない部分も多く、実習での学びは重要で
あると考える。  
 おむつ交換に関して、紙おむつ交換が 55.0％、布おむつ交換が 11.7％、と紙おむつの経
験のほうが圧倒的に多かった。竹下ら５）が行った調査では、子育て中の保護者を対象にア
ンケートを実施した結果、約 9 割が紙おむつを使用していた。簡便性や経済面、衛生面に
おいても優れている紙おむつだと言われているが、近年イギリスでも「布おむつの復権」
が急速に進んでいるとの報告がある。「紙おむつより環境や健康にやさしい」という従来か
らの理由に加え、布おむつの低価格化や、環境への配慮なども影響していると言われてい
る。紙おむつだけでなく、布おむつの利点も理解したうえで、どちらの手技も現場でニー
ズがあり、学習内容に組み込む必要があることが分かった。  
 歯みがきに関して、23.3％の学生が経験していた。園児を預かる時間が長い保育所では、
昼食やおやつなどの食事後には歯みがきが取り入れられると考えられ、予想よりも少ない
割合であった。歯みがきは清潔や感染予防の観点から日常習慣の 1 つとして身に着けさせ
るものであり、援助や指導も含め経験してほしい項目である。また、家庭と協力して歯み
がきを習慣化させるためには、児や保護者への指導につなげていけるような発展的な学習
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を促すような教育的側面の関わりが望まれる。  
 検温に関しては 20.0％の学生が経験していた。小児では体温調節が未熟で環境に影響さ
れやすく、感染症の早期発見の目安となるため、検温の必要性は高い。動きの多い小児に
対しての検温は、抱っこなどをして体温計を腋下へはさむなどの援助が求められる。また、
発熱時の対応などについての知識も必要とされる。年齢によって計測の仕方も変わってく
るため、経験できなかった場合でも現場での積極的な見学などにより、学習を深めてほし
いと考える。また、検温だけでなく保育者が健康観察を通して子どもの健康状態、発育・
発達状態を把握し、病気や異常の早期発見につなげることが極めて重要６）であり、保育の
最も基本的な活動であることを念頭に学習にのぞむことが望ましい。  
 身体計測に関しては 16.7％の学生が経験していた。保育所では身体計測は毎月定期的に
行われており、計測の技術のほかに記録の仕方や保護者への通知方法など、学ぶことの多
い項目である。小児における身体計測には発育・発達状態の把握のほかに栄養状態や治療
などの判定の目的がある。身体計測で得た計測値は発育評価を行って初めて活かされるも
のであり、発育曲線への記録の仕方、判別方法とともに、パーセンタイルを用いた評価や、
指標を用いた評価などについても知識を得ておく必要がある。  
一方、沐浴、座浴に関して経験した学生は 0 名であった。その他の項目としておしり洗
いの補助が 1.7％であったが、座浴のことであろう。沐浴や座浴は、新陳代謝が盛んな小児
の皮膚の清潔を保つ援助であるとともに、感染予防としても重要な意義があり、手洗いや
うがい、歯みがきとともに日常習慣を形成する要素である。実習として経験することはな
かったとしても、森本２）の調査では約 90％の学生が学内実習演習の必要性を感じており、
保育士においても同様に 90％以上が必要を感じているとの報告がある。実習期間中に体験
できる項目は限られてしまうが、将来資格取得者として業務を実施するために必要な養護
的項目についての検討は今後必要であると感じる。  
 今回の調査では、経験した内容についてのみであり、経験した内容のみが重要であると
は言えない。経験していない項目についても重要なものはあるだろうが、少なくとも実習
において経験した内容を優先して事前の授業内容に取り入れ、知識や技術の修得をしてお
く必要があると考える。本学での実習科目は「こどもの保健演習」にあたり、これらを踏
まえて授業内容の精査と効果的な教授法の構築を検討する必要がある。  
 
２）こどもの保健Ⅰ・Ⅱへの授業内容と教授方法の提言 
沼野７）が実施した新潟市での調査では、保健担当者が配置されているのは 193 施設中
34 か所で、全体の配置率は 17.6％であった。子どもや保護者を取り巻く状況が変化し、保
育所に求められる役割は複雑化する一方で、保育所の職員配置基準に看護専門職の配置に
ついての基準はなく、看護職を配置している保育所は少ない。つまり、現在多数の保育所
において保育者が保健面に関わらざるを得ない状況にあると言える。今回の調査において、
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実習中に経験した園児の体調不良について、最も多かったのはケガ（すり傷など）が 53.3％
であった。実習期間が 6 月であり、保育所やクラスに慣れ始め活発になる時期であること
や、運動会の練習などの理由があげられる。一般的にすり傷であれば軽傷であることが予
測され、応急処置と経過観察で済まされる一方、骨折・脱臼・捻挫が 1.7％とあり、重症度
の判断や医療機関への搬送などの処置を取る必要性があったかもしれない。応急処置の知
識や技術を兼ね備える必要があり、保育所における事故の傾向を把握し、事故予防のため
のリスクマネジメントについての知識も重要であることが明らかとなった。  
また、発熱、咳、嘔吐、下痢、腹痛の順で体調不良の症状を経験していた。集団で保育
するにあたり、最も注意を払わなければならないものの一つに感染症があげられる。小児
はウィルスや細菌に対する免疫を持っておらず、清潔意識が低いため病原体との接触機会
も多いことなどから感染症に罹患しやすく、感染を広げやすい。症状が出た時に適切な処
置や対応ができれば感染予防にもつながるため、小児がかかりやすい病気についての発生
機序、対応、予防などについての専門的な知識が求められる８）。発熱や咳、下痢などの症
状に注目することは大切であるが、はっきりした症状が出ない場合でも、「なんとなく元気
がない」ことに直観的に気づくことも病気の未然の予防につながり、重要な視点である。
子どもとの普段のかかわりを大切にし、微妙な異常や変化に気づくことができる観点につ
いては、実習先の現場の保育者から学ぶことができると考え、実習で学んでほしいことで
ある。胃腸風邪、手足口病、プール熱、頭ジラミなどの経験も報告されていたが、時期に
よって流行しやすい感染症があることを学ぶことができたと考える。また、子どもの年齢
によってかかりやすい病気の種類や経過に特徴があることも注意すべきことである。しか
しながら、学内の授業内で教授できる範囲には限りがあり、これらのことに留意しながら、
学習内容を精査し、授業構成を充実させる工夫が必要であることが示唆された。  
一方、検診に関しては、歯科検診と内科検診において経験があった。検診の実施は時期
によって設定されているため、実習期間に関わることが可能であれば、検診補助の仕方や
記録方法、検診手順などを学ぶとともに、園医と接触できる貴重な機会となりうる。保育
所と医療機関の連携を学ぶことも大切なことである。  
 
（２）実習中の生活状況の指導 
生活状況について、睡眠、食事、出勤状況、体調の項目を質問した。睡眠時間に関して
は、73％が平均 7 時間未満であると回答していた。実習記録や翌日の準備など、実習後も
課題が多いことが予想されるが、体調管理のためにもまとまった良質な睡眠が必要である
ことは、言うまでもない。クロス表から、体調に関して、ずっと体調が悪かった 3 人は睡
眠時間が平均時間 7 時間未満であったことが読み取れる。普段の睡眠時間を尋ねていない
ため、7 時間が本人にとって長いのか短いのかをはかり知ることはできないが、睡眠時間
が短いことで、体力の回復を遅延させている可能性はある。出勤状況に関して、欠席した
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2 人ともが睡眠時間が平均時間 7 時間未満であった。また、早退をした 1 人と、休養をも
らった 1 人も睡眠時間が平均時間 7 時間未満であった。体調不良により欠席、早退、休養
をしたと考えられるため、やはり体調管理としての睡眠時間の確保は自己管理として行っ
てほしい項目であった。 
食事に関しては、72％が規則的であった。普段友人との交流やバイトなどの都合で食事
が不規則になりがちな年齢であるが、実習期間中は規則正しい食事になったと予想される。
食事時間だけでなく、食事内容に関しても栄養面で配慮が必要である。出勤状況に関して
は、欠席、早退、休養する学生が少なからずいたことは残念な結果である。睡眠や食事を
含め、体調を整えることで、万全の体調で実習に臨むことができる。筆者は「こどもの保
健Ⅰ・Ⅱ」の授業内で自分の生活の振り返りをする時間を定期的に設けている。2017 年
（平成 29 年）に告示された保育所保育指針の第 3 章には「健康および安全」として、子
どもの健康支援、食育の推進、環境及び衛生管理並びに安全管理があげられている。「保育
所保育において、子どもの健康および安全の確保は、子どもの生命の保持と健やかな生活
の基本であり、一人ひとりの子どもに健康の保持及び増進並びに安全の確保とともに、保
育所全体における健康及び安全の確保に努めることが重要である。また、子どもが、自ら
の体や健康に関心をもち、心身の機能を高めていくことが大切である」と明記されている。
ここにも示されているように、子どもの手本となりうるような保育者を目指して、健康に
関して常に関心を抱き、自分の体調管理や規則正しい生活を送ることができるように学生
のうちから心がけて欲しいものである。  
 
６．まとめ 
理論と知識を学ぶ講義としての「こどもの保健Ⅰ・Ⅱ」と、現場における実践や対応の
技術を学ぶ実習としての「こどもの保健演習」は互いに関連する内容を取り扱い、連携し
た授業内容の構築が望ましいと考える。今回の調査では、保育所での実習における内容に
ついて実態を把握したに過ぎず、今後は幼稚園での実習や施設での実習など、幅広い情報
を得ることがより良い授業構成の提案につながると考える。また、調査対象を拡大するこ
とや、縦断的な調査も必要であることから、今後の研究の課題としたい。  
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Review of Childcare Training and its Self-evaluation
（１） 
－Examination of Class Contents and the Professor Method in 
“Child Health I, II”,“Child Health Practice”, Based on 
Training Experience－ 
 
Mayuko OGAWA, Kanako SUGIYAMA, Itsuko SAKAKIBARA 
 
Abstract 
To guarantee “health and security” it is important for the childcare professional to  
monitor the child through nursery school childcare guidance. This requires the 
establishment of "Child Health I, II" “Child Health Practice” courses in this school. For 
the preparation of these classes an inventory survey was conducted with the assistance 
of 60 students in junior college who had finished childcare training. After the results 
were collected, class contents and teaching methods were chosen.  
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